
 次期「北九州市こどもプラン」について 

 

現行の「元気発進！子どもプラン(第３次計画)」（令和２年度～令和６年度）が終了

することから、今年度中に「次期北九州市こどもプラン」を策定する。 

 

■法的根拠 

「次世代育成支援対策推進法」第８条に基づく市町村行動計画及び「子ども・子育て

支援法」第６１条に基づく市町村子ども・子育て支援事業計画を合わせた計画である。 

さらに、令和５年４月１日に施行した「こども基本法」第１０条第２項に基づく市町村

こども計画として、国のこども大綱及び都道府県こども計画を勘案して、市町村にお

けるこども施策にかかる計画として定める。 

 

■市の計画としての位置づけ 

北九州市基本構想・基本計画(新ビジョン)の下位に位置する「分野別計画」として、  

３つの重点戦略(彩りあるまち・安らぐまち・稼げるまち)の考えに沿って定める。 

 

■付属機関 

策定にあたり、市長の付属機関である「北九州市子ども・子育て会議」において、 

有識者から意見を聴取。 

 

■策定スケジュール 

〇令和６年 １月   市民アンケート調査の実施 

〇令和６年 ６月   体系案の作成 

＜今後のスケジュール＞ 

〇令和６年１２月   素案の作成 

   〇令和６年１２月   パブリックコメント 

～令和７年１月   

   〇令和７年 ３月   成案決定 

 

■計画期間 

令和７年度から令和１１年度まで（５年間） 
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令和５年度 北九州市子ども・子育て支援に関する市民アンケート調査 
 

 

１ 調査期間     令和６年１月１０日から令和６年１月３１日まで 

 

２ 調査方法     郵送・WEB調査併用 

 

３ 調査対象と回収結果 

対象者 配布数 有効回収数 有効回収率 

① 就学前児童の保護者  ５，０００  ２，３１４  ４６．３％  

② 就学前児童の保護者  ３，０００  １，５１５  ５０．５％  

③ 小学生の保護者  ３，０００  １，３９１  ４６．４％  

④ 中学・高校生の保護者 ３，０００  １，１８１  ３９．４％  

⑤ 中学・高校生本人 ３，０００  １，１１７ ３７．２％ 

⑥ １８歳から３９歳の男女 ３，０００  ９１４ ３０．５％  

計  ２０，０００  ８，４３２  ４２．２％  

 

４ 調査の目的及び内容 

■調査票① 

子ども・子育て支援法第６１条第１項の規定に基づき、国の指定する項目について、「北 

九州市子ども・子育て支援事業計画」を策定するため、市民ニーズを把握する。 

《調査項目》 子どもと家族の状況について、幼児教育・保育施設の利用状況について など 

■調査票②～④ 

令和７年度からの「次期こどもプラン（次期市町村こども計画）」の策定のため、北九州市

の子育て家庭の現状やニーズを把握する。 

《調査項目》 子どもと家族の状況について、子育て支援事業の利用状況について など 

■調査票⑤ 

中学生、高校生自身の意見を聴き、子ども自身のニーズや率直な思いを把握する。 

《調査項目》 子ども自身の居場所について、悩み事について など 

■調査票⑥ 

若者の生活や就労状況、結婚に関する意識について把握する。 

《調査項目》 生活・就労状況について、結婚・家庭、出産・子育てへの意識 など 

 

５ 主な調査結果   別紙のとおり 
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R5年度 子ども・子育て支援に関する市民アンケートの主な結果 【回答：保護者】

■子育ての楽しさ

■子育て・教育への悩みや不安

■子育ての悩みや気になること （上位５位）

■子育て情報の入手先 （上位５位）■母親の就労状況

■市により力を入れてほしい子育て支援策

■子育てに対する地域の支えの感じ方■世帯全体の年収

■共育て（家事・育児）の状況 【就学前児童】

46.2

64.1

44.3 

42.0 

33.0 

4.4 

3.5 

1.6 

0.9 

0.6 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学・高校生

(Ｎ=1181)

小学生

(Ｎ=1391)

就学前児童

(Ｎ=1515)

非常に感じる やや感じる あまり感じない

ほとんど感じない わからない 無回答

52.0

18.6 

10.4 

9.7 

50.2 

44.8 

40.7 

25.9 

34.5 

37.5 

3.7 

7.2 

9.8 

1.2 

1.7 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学・高校生

(Ｎ=1181)

小学生

(Ｎ=1391)

就学前児童

(Ｎ=1515)

非常に感じる やや感じる あまり感じない

全く感じない わからない 無回答

（※子育て…就学前、小学生 教育 …中学・高校生）

就学前 （Ｎ＝１５１５） 小学生 （Ｎ＝１391） 中学・高校生（Ｎ＝1181）

１ 食事や栄養
36.6

%
教育

36.4
%

卒業後の
進路

48.1
%

２
病気、発育
発達

35.0
%

病気、発育
発達

27.1
%

経済的負担
46.7

%

３
叱りすぎて
いないか

27.6
%

叱りすぎて
いないか

25.7
%

学業
（成績等）

45.8
%

４ 経済的負担
26.2

%
経済的負担

25.3
%

将来の就職
43.9

%

５ 教育
24.6

%
友達づきあい
（いじめ含む）

21.9
%

基本的生活
習慣

22.8
%

就学前 （Ｎ＝１５１５） 小学生 （Ｎ＝１391） 中学・高校生 （Ｎ＝1181）

１
親族や友人
知人

75.1
%

親族や友人
知人

72.7
%

親族や友人
知人

76.9
%

２
保育所、
幼稚園など

52.3
%

学校
53.5

%
学校

48.6
%

３ ＳＮＳ
50.2

%
インター
ネット（ＨＰ）

26.7
%

インター
ネット（ＨＰ）

32.6
%

４
インター
ネット（ＨＰ）

25.1
%

ＳＮＳ
22.0

%
テレビ・ラジオ

18.7
%

５ テレビ・ラジオ
10.6

%
市の発行物
（市政だより等）

19.1
%

市の発行物
（市政だより等）

16.8
%

（複数回答）

（複数回答）

就学前 （Ｎ＝１５１５） 小学生 （Ｎ＝１391） 中学・高校生 （Ｎ＝1181）

１ 経済的支援
55.8

%
安全安心な
公園や施設

43.8
%

経済的支援
49.7

%

２
子育てと仕事
を両立できる
職場環境

46.1
%

救急医療を
はじめとす
る医療体制

42.7
%

救急医療を
はじめとする
医療体制

38.9
%

３
安心して妊娠・
出産・子育てで
きる医療体制

36.7
%

経済的支援
41.9

%

子育てと仕事
を両立できる
職場環境

37.3
%

４
利用しやすい
公園や子育て
支援施設

34.0
%

子育てと仕事
を両立できる
職場環境

28.5
%

安全安心な
公園や施設

28.0
%

５
入所しやすく多様
なニーズに対応
した保育所等

31.7
%

学校以外で
の学習支援

19.5
%

学校以外で
の学習支援

24.0
%

（複数回答）

（※地域…ご近所、自治会、市民センター、親子ふれあいルーム、児童館など）

10.6 

19.0 

12.3 

39.0 

38.7 

34.5 

12.4 

10.9 

12.3 

24.7 

21.0 

27.2 

6.6 

4.6 

6.3 

4.7 

5.2 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学・高校生

(Ｎ=1181)

小学生

(Ｎ=1391)

就学前児童

(Ｎ=1515)

とても感じている どちらかといえば感じている
どちらかといえば感じていない ほとんど感じていない
どちらともいえない わからない
無回答

36.9

38.2

28.4

0.8 

2.0 

15.5 

38.7 

37.1 

24.3 

0.5 

0.7 

3.1 

15.8 

18.6 

26.1 

1.6 

2.0 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学・高校生

(Ｎ=1181)

小学生

(Ｎ=1391)

就学前児童

(Ｎ=2310)

フルタイム フルタイム(休業中)

パート・アルバイト パート・アルバイト(休業中)

以前は就労、現在は未就労 就労経験なし

無回答

6.7 

3.2 

5.3 

8.8 

11.0 

9.9 

12.1 

6.7 

0.5 

0.1 

2.3 

1.5 

3.3 

7.1 

11.1 

16.6 

15.7 

6.6 

0.4 

0.1 

0.0 10.0 20.0 30.0

仕事のある日

の家事

仕事のある日

の育児0.8

0.5

1.0

1.9

4.5

9.2

16.4

27.4

9.6

3.2

0.3

0.0

0.3

0.9

1.0

3.8

9.6

23.2

15.7

6.1

0.010.020.030.0

８時間以上

７時間台

６時間台

５時間台

４時間台

３時間台

２時間台

１時間台

３０分以上

1時間未満

３０分未満
母親父親

（Ｎ＝231４）
※無回答は未掲載

11.7

25.4

29.5

19.3

10.1

0.020.040.0

1000万円以上

700～

1000万円未満

500～

700万円未満

300～

500万円未満

300万円未満

16.9 

25.3 

23.7 

16.4 

11.4 

0.0 20.0 40.0

小学生
保護者

中学・高校生
保護者

（％）

（％）

（Ｎ＝1391） （Ｎ＝1181）

※無回答は未掲載

（上位５位）
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R5年度 子ども・子育て支援に関する市民アンケートの主な結果 【回答：保護者】

■こどもの携帯電話・スマートフォン・

こどもの生活状況

■こどもが外で遊ぶ時間

タブレット等の通信機器の所有状況

87.7

44.1

6.9 

33.3 

5.2 

22.5 

0.2 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学・高校生

(Ｎ=1181)

小学生

(Ｎ=1391)

持たせている 持たせていない 家族と共有している 無回答

1.2 

2.5 

11.1 

28.3 

44.4 

10.4 

2.1 

4.4 

0.1 

1.6 

9.8 

36.1 

34.2 

13.7 

0.7 

0.6 

0.7 

4.1 

26.2 

29.5 

38.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

わからない

５時間以上

3時間以上

５時間未満

1時間以上

３時間未満

1時間未満

全くない

就学前

(N=1515)

小学生

(N=1391)

中学・高校生

(N=1181)

■こどもが携帯電話・スマートフォン・

タブレット等を一日に使用する時間

（％）

0.6 

6.6 

7.8 

14.9 

24.9 

23.8 

21.4 

0.7 

3.4 

4.5 

14.7 

38.0 

22.7 

16.0 

0.0 20.0 40.0

就学前

(N=1515)

小学生

(N=1391)

0.3 

0.2 

0.7 

6.6 

32.6 

27.5 

32.1 

1.0 

1.1 

1.5 

8.6 

33.7 

29.0 

25.1 

0.020.040.0

無回答

4時間以上

3時間から

4時間程度

2時間から

3時間程度

1時間から

2時間程度

1時間未満

外でほとんど

遊ばない

平日 休日

（％）

■こどもの平均睡眠時間

1.6 

0.7 

1.8 

10.6 

36.3 

32.2 

13.6 

3.0 

0.2 

1.4 

1.4 

18.3 

48.7 

25.8 

3.6 

0.6 

0.1 

0.1 

1.9 

25.3 

37.3 

24.8 

8.2 

2.0 

0.3 

0.1 

0.1 

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

11時間以上

10時間

9時間

8時間

7時間

6時間

5時間

4時間未満 就学前

(N=1515)

小学生

(N=1391)

中学・高校生

(N=1181)

（％）

■同居の状況

■一週間の朝食を食べる頻度

2.8 

6.2 

31.6 

8.9 

13.4 

1.4 

75.4 

2.4 

7.3 

37.5 

7.5 

8.1 

0.9 

80.2 

2.8 

5.1 

38.7 

3.7 

4.4 

0.3 

83.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

無回答

その他

祖父母近居

祖父母同居

母同居(ひとり親)

父同居(ひとり親)

父母同居

就学前

(N=1515)

小学生

(N=1391)

中学・高校生

(N=1181)

（％）

毎日食べる, 

87.6 

週に３、４日, 2.6 

週に１、２日, 1.0 

ほとんど食べない, 

0.8 

離乳前, 7.3 

無回答, 0.7 

（複数回答）

（Ｎ＝1５１５）

（％）

（就学前児童）
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R5年度 子ども・子育て支援に関する市民アンケートの主な結果 【回答：就学前児童の保護者】

■定期的に利用している教育・保育施設

幼児教育・保育施設や保育事業等の「利用状況」及び「今後の利用意向」

36.4 

38.3 

45.0 

48.7 

51.3 

46.4 

37.0 

53.2 

45.9 

46.6 

39.6 

41.3 

42.8 

43.5 

8.3 

13.2 

6.5 

9.2 

5.7 

8.9 

8.5 

0.9 

1.7 

0.8 

1.4 

0.8 

1.0 

1.4 

9.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

悩みごとなどへの相談対応

保護者への情報伝達

病気やケガの時の対応

食事（給食、おやつなど）

子どもへの接し方・日常の遊び

（教育及び保育内容）

子どもをみてもらえる時間帯

施設・環境（園舎・園庭、遊具など）

大変満足 ほぼ満足 やや不満 大変不満 無回答

■平日に定期的に利用している

72.3 27.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

■定期的な幼児教育・保育施設の利用状況
（Ｎ＝2314）

■定期的に幼児教育・保育施設を利用

58.2 35.8 2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就労中のため こどもの教育や発達のため

就労予定・休業中のため(2.8%) 就学中(大学等)のため(0.7%)

病気や障害があるため(0.3%) その他(1.1%)

無回答(1.1%)

26.7 

0.5 

3.6 

13.8 

23.5 

17.9 

9.3 

3.7 

1.4 

5.4 

0.1 

1.3 

13.7 

31.8 

18.6 

12.5 

15.8 

1.1 

0.0 20.0 40.0

無回答

20時以降

19時台

18時台

17時台

16時台

15時台

14時台

14時前

現在 希望

34.9 

11.8 

37.0 

18.5 

0.4 
2.6 

0.2 1.7 1.7 0.1 0.2 
2.5 

0.4 

幼
稚
園

幼
稚
園
の

預
か
り
保
育

認
可
保
育
所

認
定
こ
ど
も
園

家
庭
的
保
育

小
規
模
保
育

事
業
所
内
保
育

企
業
主
導
型

保
育
施
設

そ
の
他
の
認
可

外
の
保
育
施
設

居
宅
訪
問
型
保
育

ほ
っ
と
子
育
て

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

無
回
答

■幼児教育・保育施設の利用終了時間

（Ｎ＝1674）

（Ｎ＝1674）

（％）

（Ｎ＝1674）
■平日にこどもが病気等になった場合

■病児保育施設の利用希望

40.7 57.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できれば利用したい 利用したいと思わない 無回答

3.5 

3.9 

0.1 

0.1 

0.2 

1.1 

8.8 

23.6 

24.2 

42.2 

74.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

ほっと子育てふれあいｾﾝﾀｰを利用した

認可外保育施設を利用した

ベビーシッターを利用した

こどもだけで留守番をさせた

病児保育施設を利用した

親族や知人に看てもらった

未就労の父母が看た

父親が仕事を休んだ

母親が仕事を休んだ

（複数回答）
（Ｎ＝1674）

（複数回答）
（Ｎ＝1345）

（％）

■「(仮称)こども誰でも通園制度」の利用

意向

幼児教育・保育施設

している理由

の対処方法

（Ｎ＝1074 仕事を休んだ父母）

の「満足度」

11.3 

3.1 

0.4 

28.2 

6.0 

52.3 

11.3 

61.9 

9.3 

2.5 

0.7 

53.8 

8.8 

36.3 

12.1 

39.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

ほっと子育てふれあいセンター

放課後児童クラブ

児童館

習い事など

祖父母宅や知人宅

自宅

小学校低学年

（1～3年生）

小学校高学年

（4～6年生）

■小学校入学後、放課後に過ごさせたい場所

39.0 13.0 40.2 
3.1 

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したいと思わない
保育所に入所しており必要ない その他
無回答

（Ｎ＝2314）

複数回答
（Ｎ＝2314） （％）

（％）

※保育所等に通っていない0歳6か月から満３歳未満のこどもを
対象に保育所等で、月10時間まで預けられる制度
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希望がある, 

37.4 

どちらかと言えば

希望がある, 

44.9 

どちらかと

いえば

希望がない, 

10.8 

希望がない, 4.7 

無回答, 2.1 

R5年度 子ども・子育て支援に関する市民アンケートの主な結果 【回答：本人】

■自分が居心地よく安心できる居場所

■日頃の悩みや不安、その相談相手 （上位6位）

■自分の将来に対する希望

満足している, 

48.8 
どちらかと

言えば

満足している, 

34.8 

どちらとも

言えない, 

11.2 

どちらかと言えば

満足していない, 2.4 

満足していない, 1.8 無回答, 1.0 

（Ｎ＝1117）

■生活への「満足度」

きちんと伝え

られている, 

32.8 

どちらかと言えば

伝えられている, 

39.4 

どちらとも

言えない, 

16.2 

どちらかと言えば

伝えられていない, 

6.4 

伝えられていない, 

2.7 

その他, 0.5 無回答, 2.1 

きちんと

聞いてくれる, 

49.1 
どちらかと

言えば

聞いてくれる, 

35.5 

どちらとも

言えない, 

10.2 

どちらかと言えば

聞いてくれない, 

1.6 

聞いてくれない, 1.0 その他, 0.4 無回答, 2.1 

■自分の周りへの意見表明

■自分の意見に対する大人の聞く態度

中学・高校生 [中学生：61.4％、高校生：37.7％、それ以外：0.8％]

（Ｎ＝1117）

（Ｎ＝1117）

１ 自分の家 93.6% ６
ゲームセンターや
カラオケ等の施設

12.6%

２ 学校 30.9% ７ 公園 11.8%

３ 親族などの家 28.2% ８
ファミリーレストラン
やファストフード店等

8.3%

４
学校の部活動等
の活動の場所

15.2% ９ 学習塾や予備校等 6.2%

５
インターネット・SNS
等のオンライン空間

14.2% １０
市民センターや図
書館等の公共施設

5.8%

（複数回答）（上位１０位） （Ｎ＝1117）

１ 将来や進路 51.3% 4 外見や容姿 11.1%

２ 勉強 47.9% 5 性格 10.0%

３ 友達や知り合い 11.4% 6
世界で起きている
災害や紛争

8.4%

（複数回答）

１ 母親 73.6% 4 兄弟・姉妹 25.8%

２ 友人 65.1% 5 学校や塾の先生 16.2%

３ 父親 37.1% 6 祖父母 10.8%

（複数回答）

【悩み・不安】

【相談相手】

（Ｎ＝1117）

（Ｎ＝1117）

（Ｎ＝1117）

■自由意見＜抜粋＞
【学校・教育】

〇学校のトイレをきれいにしてほしい
〇校則が時代にあっていないので、見直ししてほしい
〇教育費を無償化し、金銭的なことを考えず、将来の

選択肢が広がるようにしてほしい

【居場所】
〇キャッチボールができる公園を作ってほしい
〇若い世代の交流の場・友人と落ち着いて話が出来る

共用スペースを作ること
〇不登校の人がもっと勉強できる環境を作ってほしい

【スポーツ】
〇バスケットのリングやコートを増やしてほしい
〇ギラバンツ北九州に力を入れてほしい
〇ｅスポーツが盛んな町にしてほしい

【道路・交通】
〇歩道のせまい場所を広くしてほしい
〇自転車用通路を増やしてほしい
〇お金があまりない学生でも手軽に使える公共交通

機関とその利便性

【環境・雇用】
〇ＳＤＧｓをしっかり取り組んでほしい
〇地産地消、地球温暖化防止
〇将来北九州市で働きたいと思っているので、より働き

やすい環境を作ってほしい

【治安】
〇北九州市の悪いイメージを撤廃してほしい

本当は安全な住みやすい街だと僕は思います
〇火事と暴力団の街になっていて悲しい

いい印象の街になってほしい

【にぎわい】
〇人口増加を頑張ってほしい
〇商店街のシャッターが降りっぱなしを減らす
〇遊園地などの遊べる施設を作ってほしい

【その他】
〇もっと中高生が過ごしやすい町にしてほしい
〇若者が生きやすい社会を築くこと

（記載：４１０件）

（％）

（％）

（％） （％）
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16.4 38.8 16.4 18.0 10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できるだけ早く結婚したい いずれは結婚したい

結婚するつもりはない わからない

無回答

R5年度 子ども・子育て支援に関する市民アンケートの主な結果 【回答：本人】

■結婚の状況

１８歳～３９歳 ［男性：37.2％ 女性：61.3％］ [10代：8.2％ 20代：38.0％ 30代：53.0％］

15.5 

10.5 

1.5 

9.6 

10.5 

12.8 

14.9 

15.1 

19.9 

22.2 

26.2 

35.4 

0.0 20.0 40.0

無回答

その他

親や周囲が同意してくれない

相手とうまく付き合えない

仕事や勉強に打ち込みたい

結婚資金が貯まっていない

結婚願望がない

まだ若いから

収入が少ない

趣味や好きなことを楽しみたい

自由な生活や気楽さを失いたくない

適当な人に巡り会わない

■結婚していない理由

■未婚者の結婚観

■希望する・予定しているこどもの人数

（複数回答）
（Ｎ＝914）

■希望する人数より、予定しているこども

3.7 

3.6 

4.5 

21.1 

22.4 

42.1 

44.1 

46.2 

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

その他

仕事と家庭の両立等の問題を相談

できる窓口の設置

家事や育児を男女で分担するような

育て方や教育

「男は仕事、女は家庭」など固定的な

役割分担の意識改革

労働時間短縮や育児に関する

休暇・休業制度の普及

夫婦間の十分な話し合い、

家事等の分担

育児に関する休暇・休業制度を

利用しやすい職場環境の整備

（％）

48.4 

0.7 

1.5 

8.6 

26.5 

10.0 

4.4 

9.6 

1.5 

2.7 

24.3 

45.6 

8.9 

7.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

５人以上

４人

３人

２人

１人

０人

希望するこどもの人数

予定するこどもの人数

（Ｎ＝477 上記「結婚している」以外の者の男女計）

（Ｎ＝477 上記「結婚している」以外の者の男女計）

0.6 

1.1 

0.9 

2.8 

2.1 

6.6 

4.5 

30.0 

51.5 

0.0 

3.2 

1.3 

3.8 

5.4 

3.2 

0.9 

16.4 

65.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

自営業手伝い・内職

自営業

会社などの役員

契約社員・嘱託

派遣社員

アルバイト・パート

正社員

男性

(Ｎ=317)

女性

(Ｎ=534)

■就労形態

■「共育て」の推進に必要なこと

（％）

0.9 

5.2 

15.9 

13.9 

14.6 

49.5 

0.3 

1.2 

14.4 

20.0 

20.6 

43.5 

0.0 20.0 40.0 60.0

無回答

離別・死別した

交際相手がいる

交際相手がいない

交際をしたことがない

結婚している

男性

(Ｎ=340)

女性

(Ｎ=560)

4.6 

13.4 

4.6 

4.6 

12.4 

12.9 

16.0 

19.1 

30.4 

36.1 

68.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

無回答

その他

健康上の理由で望んでいないから

自分のやりたいことができなくなるから

年齢的な理由で臨んでいないから

家族の仕事や先行きに不安があるから

配偶者や周りのサポートが少ないから

社会がどうなるかわからず、生まれてく

る子どもの将来が不安だから

子育ての精神的な負担が大きいから

子育ての身体的な負担が大きいから

子育てにお金がかかるから

（％）

（％）

（％）

の人数が少ない理由
（Ｎ＝194 上記で「希望する人数より予定している人数が少ない」と
回答した者）

（複数回答）

（％）

（複数回答）

（Ｎ＝914）
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次期「北九州市こどもプラン」の体系 (案）

“こどもまんなかｃｉｔｙの実現”
〇 こどもの目線に合わせて、こどもの最善を考えるまち
〇 こどもを社会を構成する存在として尊重することができるまち

１ こどもの目線や意見を反映する。
２ こどもの育ちの中、どんな時期・場面でも支える。
３ 多様な状況にあるこどもを受入れ、応援する。

４ 子育てをしている人が幸せを感じ、満足感を得る。
５ パートナーや職場から子育てのサポートを十分に受けられる。
６ 多世代でこどもまんなかの考え方を共有し実践する。

１ こどもの主体性を育み、子育てを社会全体で応援する環境づくり
(１) こどもの意見表明や主体的に社会参画する人材の育成
(２) こどもと子育て当事者を社会全体で応援する「こどもまんなか」意識の醸成

（彩りあるまちの実現）

こどもをまんなかに、子育てをもっと楽しく

２ 人や企業を呼び込む「こどもまんなかcity」の構築
（１） 若者や子育て世帯から選ばれるまちとしての環境づくり
（２） 市内外に向けた良質な子育て環境の整ったまちの魅力の発信

３ デジタルによる迅速で快適・便利な子育て支援の充実
（１） 子育て情報のデジタル化やDXの推進による利便性向上

（安らぐまちの実現）

どんなときも、こどもの歩みに寄り添う

（稼げるまちの実現）

子育て世代と若者をしっかり応援

12 子育て世代の経済的負担の軽減
(１) 給付等の支援による子育て世代の経済的負担の軽減

13 共働き・共育てができる社会づくり
(１) 男女ともに子育てしながら活躍できる企業文化の醸成や働き方の改革
（２） 保育等のサービスや地域の子育てサポート体制の充実

14 DEI（ダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン）の推進
(１) 女性の就職や就業の継続、キャリアアップへの支援
（２） 外国人受入れに向けた幼児教育・保育環境の検討・整備

15 若者のチャレンジ支援や人材育成
(１) キャリア教育、起業家教育による次世代の人材育成
(2) 地元就職やリスキリング、まちの活性化を体現するチャレンジへの支援

６つの視点

方針

Ⅰ

・質の高い
サービス

・生活基盤
の安定

・個性を尊重
・魅力的なまち

・チャレンジ
・潜在力開花

基本理念

方針

Ⅱ

方針

Ⅲ

3つの基本方針と1５の基本施策

「ライフステージ別」の施策「ライフステージ別」の施策

4 切れ目のない母子保健・医療体制の確保
（１） 妊娠期から幼児期を通じた母子への継続的支援

北九州市基本構想に基づく

学
童
期
～

思
春
期

妊
娠
期
～
幼
児
期

６ 自己肯定感やアイデンティティの形成に向けた成育環境づくり
（１） こどもの視点に立った安全・安心で多様な居場所づくり
（２） いじめ対策や不登校のこどもを支援する地域と学校等の連携

７ 若者の自立や結婚希望者に対する支援
（１） 悩みや不安を抱える若者や家族を支える相談体制
（２） 結婚や子育てに対するポジティブな発信や結婚希望者に対する支援

8 社会的養護が必要なこどもや家庭に対する取組の推進
（１） 児童虐待防止・対策の包括的支援やヤングケアラーへの支援
（2） 家庭的養育環境の中で安定したケアによる社会的養護の推進
(３) こどもの貧困解消やひとり親家庭の子育ての安定を図る支援

５ 幼児期までの成長を保障する幼児教育・保育の充実
（１） こどもの育ちをひとしく保障する幼児教育・保育の充実
（２） 子育て当事者が孤立しない子育て支援
（３） 幼児教育・保育の質の向上や人材の確保・定着に向けた支援

９ 障害児・医療的ケア児等への支援やインクルージョンの推進
（１） 障害や発達が気になる、療育・医療提供が必要なこどもへの適正な支援
（２）保育所等におけるインクルージョンの推進による共生社会の実現

10 成長に応じたヘルスケアや健全育成に向けた支援
（１） こどもの健康保持や発達段階に応じた健康管理の推進
（２） 心身を成長させる多様な体験の充実や非行防止等の取組

１１ 子育てを支援するシニアや地域人材の育成
（１） 子育て支援に携わるシニアや地域ボランティア等の確保・育成

※学校教育や学校生活にかかる施策は、「次期教育プラン」に従って取り組む。

こどもと子育て世代のための

計画期間：令和７年度～令和１１年度

青
年
期

「ライフステージを通した」施策「ライフステージを通した」施策
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